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展開 発問・指示 資料 発見・習 得さ せたい知 識
導
入
○日本 の将来 の労 働力 につ いて人 々はどう感 じてい るだろ
うか。世論調査 の結果を みて みよう。
・労働力 不足 につ いて， どのよ うな対 応策 が考え られるだ
ろうか。
・入国管 理局 のパ ンフレ ット を みて みよう。 なぜ このよう
なパ ンフレ ットが作成さ れて いるのだろう。
１
２
・68％の人が 何らか の形で「 労働力 不足が 問題 になって く
る」 と答えている。
・高 齢者を雇用する/女性が 働きやすい社会にする/外国人労
働者 を積 極的に受 け入 れる。
・日本国内 で不法 に働いてい る外国人が 大勢い るからで は
ないか。
・「 ル ールを 守って」 とあ るよう に， 日本政府 は「外 国人
の単純労 働は認 めない」 など の制 限を もう けて いる。








○ ドイツ では外国人 労働者 は「カ スト・アル バイター（カ スト＝お客さ ん）」 とよばれ た。 なぜ「お 客さ ん」 な のだろ う。｜
・ドイ ツに住 む外 国人人口 の変化を グラフで みて みよ う。
どんなこ とが わか るか。
・外国人が急増した1960 年代のドイツの経済状況はどうだっ
ただろうか。
・外国人労働者 はど のよ うな職場 で働いたか。
・外国人労働者 の出身国 はどう変化 してきたか。
・1973 年 の石 油危機で経済成長 が停滞し たとき，ド イツ政
府はどのように対応し たか。
○ドイツ にとって 外国人 労働者 はど のような存 在といえ る






・2000 年 には700 万人以 上 の外国人 が暮 らし， 人口比で は
9％近 い。
・ド イツで は戦 後復興 の時期で，労 働力 が不足し ていた。
・炭 鉱 ， 機 械 部 品 工 場， 化 学工 場， 造船 所， 鉄鋼 メ ー
カ ー， 建設 工 事 など。
・ はじ め は経 済 開 発 が 遅 れ 労 働力 が 余 って い た東 ヨ ー
ロ ッパ諸 国，冷 戦後 はイ タリ ア， ス ペイ ン， ギ リシ ャ，
ポル ト ガ ル， ト ル コ と 旧 ュ ーゴ ス ラ ヴ ィ ア か ら募 集
に応じ て や って き た。
・1973 年以 降 ，新 たな 外国人 労 働 者 の募 集を 中止 し た。
・ 外 国 人 労 働 者 は， 必 要 な と き に だ け利 用し ， 必 要 な
く な つ たら 帰 って も ら う ／ド イツ にと って は便 利 な存








・1973 年以 降， 外国人労 働者は募集停止 されてい るにもか
かわ らず， なぜ外国人 は増え続 けたのか。
・母 国に残 してき た家 族をド イツに呼び 寄せた ので， 外国
人人 口が増 加した。
○外国人人口比率の増加 にもかかわらず，コール政権は一貫して「ドイツは移民 の国ではない」と主張し続けた。なぜだろうo　l
・当時， ドイ ツで生 まれ た「 カ スト ・アル バイタ ー」 の子
ども にド イツ国籍 は与 え られたか。 また，当 時 の帰化 条
件どのようであ ったか。
・次の人々を モデル図で表 して みよう
ドイツ国民／外国人労 働者
・外国人に対する選挙権 はどうか。
・与 えら れなかっ た。 両親 のどち らかが ドイ ツ人で あ るこ
とが必要であ っ た。 このよ うな国籍取 得条件を「 血統主
義」 といい， 日本 もそ うであ る。 帰化制度 は10 年以上 の





・1980 年代 の終 わり ごろ，ド イツのい くつか の州 や市で は，
長 くドイ ツに暮 らす外国人 に地 方選挙 権を与え る動 きが
あ った。
94  ―
・ 次の人 々をモデル図 に表して みよ う
ドイ ツ国民／ 長 くドイ ツに暮 らす外国人（永 住移民）／一
時滞在の外国人労働者
・資料 ６を読 み，定 住して いる外国人 に選挙 権が与え られ
たかどうか判断しな さい。







・ 与え られなか った。 た とえ長 期間定 住してい て も外国 人
に参政権を与える のは憲法違反であ るとした。
・ 外国人 労働者 はあ くまで一 時的な 滞在者である と みな さ
れた。 また帰化 の条件 は厳 しく， 外国人 は長 期間定 住し









|○ ド イツ で は1991 年 に新 外国 人 法が 制定 さ れ た。 新外 国人 法 のね ら い は何 か ｜





｢一時滞 在→ 永住権｣ の緩和
｢永住権 →帰化｣ の緩和
・新 しく入国 する外国人に対して はどうか。
・ この政策変更 はどのような意味を持つ か。
・ 移民流入 の規制が 強化 さ れる一 方で， 永住化 か推進さ れ
た外国 人はだれか。
○ この変化 をモデル図で表して みよ う。
｢IT 技能労 働者｣ → 永住予定者
｢一 般外国人労働者｣ → 定住不可
・ドイ ツで永住を 歓迎さ れて いる のはどのよ うな外国人 だ
ろう。





・カ スト・ ア ルバイタ ーとその家族 には，要 件が満 たされ
れば永住 権へ の切り替えが 請求権 として認 められ た（一
時滞在→永住権）。
・永住権 また は無 期限滞 在許 可を もつ 居住 ８年以 上 の外国
人に国籍請求権が付与 された（永住権→帰化）。
・外国人 居住者 の２世以 降の国籍取 得条件 の緩 和（ 出生 地
主義 の一部導入）。
・定住外国人をド イツ社 会に統合しようとしてい る。
言
カスト・アルバイターとその家族
-｀ ）゛９ ゛ ゛ ２次モデルー① ＜定住外国人の統合＞
・入国時点でF ‾永住予定者」 と定住で きない「一時滞在者」
に分 けられた。
・新 たに定住 する外国人 が， むやみ に増え ないよ うなし く
みになった。
・IT 技 能労 働者 は， 大 学卒業資 格か年 収10 万 マ ルクを条






一､･ の･こｎ も　２次モデルー② ＜ 移民の選別＞
・ド イツ社 会にとって有益な外国人。
・税金を たくさん払い， 公的扶助を必要 としない人 たち。
・ ドイツ は過去の定住 外国人 はドイツ社 会に統合 し， 新 た








| ○典 型 的な 移民 国 アメ リカで は， ドイ ツ のよ うな 外 国人 に関 する 社 会問 題 はあ る のだ ろう か。
・移民 の出身地域 別構成 の変化 を みて みよう。 どんな こと
がわかるか。
・なぜ， ア ジア とラテンアメリカ系 が増え たのだろう。
・非 ヨーロッパ系 の移民 の増加 は， アメ リカ 社会 にど のよ
うな影響を与え ただろ う。
○アメリカの外国人問題と は何か。資 料９を見て みよう。




・1960 年 代か らヨーロ ッパ系 よりも アジアやラテ ンアメリ
カ系 が大幅に増えている。
・ アメリカで は移民 には国 籍別割り当 てがあ ったが, 1965
年 に撤廃さ れ，そのためこれまで抑制さ れていたア ジア・
ラテンアメリカ系が増加し た。
・言 葉や習 慣のちがいが問題で はない か。
・ なかで もヒスパ ニッ クとい われる 中南米か らの移住者 の
増 加 は， 言語的 にも異な る集 団をつ くり，社 会を複雑化
させている。
・非 合法移民の検挙が年々増加 して いる。
・ 移民 の国 籍別割 り当 て はな くなっ たが， 一国あ たり年 間





















|○ 移民の増加にともない，アメリカでは反移民運動が活発にな った。なぜ移民国のアメリカで反移民運動がおきる のだろうか。｜
・反移民運動か高 まった理由 は何 だろ う。
・非合法移民 の増加 に対して， 政府 はどのよ うな対策を お
こなったか。資料10 はアメリカの国境 の写真で ある。 ど
この国との国境だろうか。
・ 移民 がアメ リカ人 の雇用を おびやかす という点 につ いて，
資料 ８と11 を見比べて みよう。 国内の失業率 の増加 にも
かかわらず， なぜ移民 は増加 するのか。
・ 反移民運 動の背景 には， ほか にはどんな理由 が考え られ
るだろう。 カ リフォル ニア州 で は住 民提案187 号を成 立
させた。 これはどんな法案か。
・ この法案 に対 する投票結果 はど うだ ったか。
・ この法案 が可決さ れたこ とは， ア メリカ社会 にどのよ う
な影響 をおよぼしたか。
・ これらの法律はどのような内容か。
○ アメ リカ は移民 を受 け入れ続 ける一方で， なぜ 移民 に対
する社 会的 サービスを制限するか。
・1996 年 に帰化者 が急 速に増えている のはな ぜだろ う。
・帰化者 の増加 は何を 意味するか話し合 って みよ う。
○ 厂移民 の社 会的サ ービスから の段階的排 除」「 合法移民 の









・NAFTA （北米 自由貿 易 協定, 1994 年 ）の成立 に もかか わ
らず， アメリカ とメキシコとの国境 には, 1990 年 代以 降，
鋼鉄 の壁が次々 と作 られ，かえ って国境線 は強化さ れた。
・仕事 の種 類によっては，人手が足り ない ので はないか。
・雇用者は安い労働力 がほしいから移民を雇うのではないか。
・移 民の多 くは低賃金 の仕事 につ い たので， 一定 の需要が
あ った。
・福 祉財政を 圧迫して いる として， 非合 法移民 に対 す る教
育，医療， 公的 な扶助を受 ける権利を制限 する。
・賛成59%, 反対41 ％で可 決され た。
・こ の法案 は連邦 裁判所 によ って，違 憲の疑いあり として，
大部分 に執 行停 止を指示された。
・し かし， 反 移民運動 はカ リフォルニ アから全国 へと広ま
り, 1996 年 には 厂福祉 改革法」 と「非 合法移民改革 法」
を連邦議 会で成 立させた。
・アメ リカ市民 はすべてのサ ービスを受 けることができる。
・合法移民 は滞在年 数によって公的 サービスが制限される。
・非合 法移民 は義 務教育 を除 き， 社会的 サービ スは受 け ら
れない。
・社 会サービ スの対象者が 無制限 に増え る と， 国民 に対す
る サービ スが 維持でき なくなる ので受給資 格者の線引 き
を厳格 にした。
・新 しい法律 は合法移民 の社会権を 押し下 げる もので あっ
た ので， 帰化 するこ とで， こ れまでと同 様の社会的 サ ー
ビ スを受 けよ うとした。
・ 「移民 」 を 排除 しよ う とす る運動 は， 逆 に「 移民 」 を



















・日本 で暮 らす外 国人 の数 はど れくらいか。 また他 の国 と
比べてどうか。
15 ・人 口に占 める外国人 の割合 は１％台 である。
・1999 年 では新 規 に許 可さ れた外 国人労 働者人 口 は10 万
大を越えて おり(10.8万人), 1985 年(4.4万人)に比べ ると
２倍以 上にな った。
・ドイ ツやアメ リカに比 べると外国人 労働者 の受 け入 れは
抑 制されている。
・人 口に占める外国人 の割合 も極端 に少ない。
|○ なぜ， 日 本 に は外国 人 労 働者が 少 な い のだろ う 。
・日本 は高度成長 のと きに不足し た労働力 はどこか ら得た
か。
・現在，日本で就労 が認められている のはどん な人 だちか。
・しか し， 単純労 働をお こなう外国人 労働者を， 実際 に見
ること も多い。なぜ だろ う。
・単純労 働を認 められてい る外国人 もいる。 次の グラフを
みてみよう。何か わかるか。
・ブ ラジル人が増加 してい るの はな ぜか。 日本とブ ラジル
にはどんな関係があ るか。
・他に単純労働が認 められて いる外国人労働者 はないか。
16
17
・ 日本 の場 合，ド イツ のよ うに外国人 労働者を受 け入 れな
くて も， 地方か らの出稼 ぎや農村 の若 者が都 市部 に就職
し， 国内で労働力を調達で きた。
・ 特別 な技 術や資格を もって いる人。単 純労働 者は受 け入
れていない。
・許可 がないのに働いてい るので はないか。
・1990 年以降，南米諳地域，特 にブラジル人が増加している。
・ ブラ ジルには日系人が多い。
・1990 年 の出入国 管理法 の改正 にと もない， 日系 ３世 とそ
の配偶者 までは，滞 在期間 に制限 はあ る ものの， 例外的
に就労の制限がな くな った。
・ 研修生制 度を設 けて， 発 展途上国 の人 々を日 本の工場で





Ｏ 「在 日韓 国・ 朝鮮人 」「 日系 ブ ラジル人 」「‾研 修生 」 を
３次モデ ルに図化して みよう。














・仕事の内容 によって受 け入れを 選別している。
・単純労働者の受 け入れは認めていないけれど， 日系2 世・
3世や研修生 制度を利 用して，相当数 の外国人が 単純労働
に従事している。
・法的 には単純 労働に従 事する外国 人労 働者を 受け入 れな









| ○外 国人 労 働者 の受 け入 れを につ い て， 日 本国 内で ど のよ う な論 議が あ る か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ｜
・ 経済 界の態度はどうか。また，そ の理由 は何 か。
・ フ ィリピン政府 は外国人労 働者に関 して， 日本 政府 に何
を求 めているか





・経団 連や日本 商工会議 所は，国 際競争 に勝つ ためには，
単純 労働 も含 め， 外国 人労働者 の積極的 な受 け入 れの必
要性を提言 して いる。
・FTA( 自由貿易協定)で，看護， 介護分 野でのフ ィリピ ン人
労働者 の受 け入れを日本政府に求 めてい る。
・外 国人労 働者 の受 け入れについ て は，国 内の ニーズだけ
で はなく， 国際的な要請もある。
|○ 国内 外 の ニ ーズが あ るの に， な ぜ日 本政 府 は外 国 人労 働 者 の受 け入 れ に慎 重な の か。　　　　　　　　　　　　　 ｜
・世論調査 によ ると「今後 とも単純労 働者 の受 入れ は認 め
ない」と答えた人 は約25 ％い る。 その理 由は何か。
・この ほかに，政府が慎重 な理由 は何 か。
○外国人 労働者問 題につ いて の政策 決定におい て，影 響を
与え ている要素 は何か。
21
・「 治安が悪化 す るおそれが ある」 が74.1% と最 も高く，
「地域 社会の中でト ラブ ルが多 くなるおそれがある」，「不
況 時に は日本人 の失業 が増加 するな ど雇用情勢 に悪影響
を与え る」 など。
・現実 の不法就労外国人 の存在。
・ ア ジア諸 国にお ける膨大な 余剰労 働力 が日本 に押し寄 せ
るのではないかという懸念。
・経 済界の要請





・なぜ国家は外国人 労働者 の受 け入れを 規制するのか。
○外国 人政策 は国 家の維 持にお いて どのよう な役割を はた
していると いえる だろう か。
・労働力 は必要である が，社 会的サ ービ スの費 用( ＝再生
産 の費用) は節約 したい ので， 職種 や期間を 限定し 選別
的 に外国人 労働者を 受け入 れよう としている( 商品 とし
て の労働力) 。
・国家が自 国民 の権利 や福祉を 伸張 する ため には， そ の対
象者の制限が必要 になる( メ ンバーシップ の限定)o
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